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春の風物詩　交配作業 
　４月の上旬上旬に桃の花が咲花が咲き始めると市内市内のあちらこち
らで見られる光景。毛ボウキを使って１花ずつ丁寧に交配
作業を行います。 
　このような地道な作業があるからこそ、私たちは甘くて
おいしい桃を楽しむことができるのです。 

春の風物詩　交配作業 
　４月の上旬に桃の花が咲き始めると市内のあちらこち
らで見られる光景。毛ボウキを使って１花ずつ丁寧に交配
作業を行います。 
　このような地道な作業があるからこそ、私たちは甘くて
おいしい桃を楽しむことができるのです。 
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2広報あかいわ（平成19年5月号） 

特集「春・い・ろ・い・ろ」 
入学・入園“きらり”かがやいて… 
 
平成１９年度赤磐市の予算 
 
赤磐市グラウンドゴルフ場オープン 
 
赤磐市総合計画実施計画を策定 
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市の人事異動 
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人権コラム!3 
生涯学習フェスティバル IN 赤磐開催が決定 
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ズームアップ図書館 
 
永瀬清子の詩を読む!3 
 
わたしのあなたの健康K5 
「タバコと健康～世界禁煙デー～」 
 
「高めよう交通マナー 家庭、地域、職場から」 
 
情報BOX 
「法務局からのお知らせなど」「巡回市長対話室」
「市長室でいきいきトーキング」募集 
 
読者のページ「読者からの投稿など」 
 
まちのわだい 
「熊山地域の防災拠点に消防署東出張所完成ほか」 
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内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

命
あ
る
花
つ
ぼ
み
が
春

の
暖
か
さ
を
感
じ
て
、
春
の

装
い
に
衣
替
え
を
し
ま
し
た
。 

　
ほ
ん
の
少
し
の
間
だ
け
で

し
た
が
、
優
雅
に
咲
き
誇
る

花
た
ち
は
わ
れ
わ
れ
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
今
春
取
材
に
出

か
け
て
出
会
っ
た
赤
磐
市
の

花
た
ち
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

市 

▲石造十三重層塔を取り囲んで咲く桜 

●
市
の
特
産
加
工
品 

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
長
い
年
月
を
か
け

て
育
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
の
特
産
加
工
品
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

で
き
ま
し
た
。 

　
白
桃
ジ
ャ
ム
か
ら
白
大
豆
入
り
米
味
噌
ま

で
自
慢
の
手
づ
く
り
二
十
九
品
を
カ
ラ
ー

写
真
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
も
の
で
、

販
路
の
拡
大
に
活
用
し
ま
す
。 

2
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▲照明に浮かぶ花びらが幻想的な雰囲気をかもす砂川沿い桜並木 

▲十七川の水に映える桜並木 

▲枝張りが約１７　もある穂崎王子池近くの桜 

▲茶臼山城に彩りを添える桜 

▲高倉山山頂は桜とともに眺めも 
　最高 

山陽地域の西山方面に広
がる桃畑。淡いピンクの花
が一面に咲き乱れ、まさに
桃源郷のようです。 

メー 
トル 



　
桜
満
開
の
う
ら
ら
か
な
四
月
、市
内
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
で
入
園
、入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
柔
ら
か
な
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
て
た
く
さ
ん
の

新
入
生
が
大
き
な
期
待
と
少
し
の
不
安
に
胸
ふ
く

ら
ま
せ
園
・
学
校
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。 

　
そ
の
一
人
一
人
が
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
明

る
く
た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と
に
家
族
は
想
い
を
馳

せ
な
が
ら
式
に
臨
み
ま
し
た
。 
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入
学
入
学
・
入
園
入
園 
入
学
・
入
園 
”き
ら
り
“か
が
や
い
て 
”き
ら
り
“か
が
や
い
て 

未
来
未
来
に
羽
ば
た
け
赤
磐
赤
磐
の
子 
未
来
に
羽
ば
た
け
赤
磐
の
子 

▲石相小学校 

▲赤坂中学校 

▲桜が丘中学校 

t
山
陽
東
小
学
校 



山 陽 桜 保 育 園  

山 陽いろは保育園  

山 陽国分寺保育園  

さ ん こ う 保 育 園  

あ す な ろ 保 育 園  

清 風いろは保育園  

桜が丘地域保育センター 

石 相 保 育 園  

軽 部 保 育 園  

笹 岡 保 育 園  

さくらが 丘 保 育 園  

と よ た 保 育 園  

さくら ん ぼ 保 育 園  

周 匝 保 育 園  

黒 本 保 育 園  

佐 伯 北 保 育 園  

仁 美 保 育 園  

山 陽 ４ 丁 目  

下 市  

穂 崎  

西 中  

桜が丘西３丁目 

桜が丘西６丁目 

桜が丘西８丁目 

町 苅 田  

今 井  

坂 辺  

桜が丘東６丁目 

松 木  

桜が丘東2丁目 

周 匝  

黒 本  

塩 木  

仁 堀 中  

●平成１９年度保育園園児数 

●平成１９年度赤磐市立幼稚園園児数（H１９.４.１現在） 

●平成１９年度赤磐市立小学校児童数（H１９.４.１０現在） 

●平成１９年度赤磐市立中学校生徒数（H１９.４.１１現在） 

平成１９年４月１日現在　入園者数１,１８０人 
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入
学
・
入
園 

”き
ら
り
“か
が
や
い
て 山 陽 小 学 校  

山 陽 西 小 学 校  

山 陽 東 小 学 校  

山 陽 北 小 学 校  

石 相 小 学 校  

軽 部 小 学 校  

笹 岡 小 学 校  

豊 田 小 学 校  

磐 梨 小 学 校  

桜 が 丘 小 学 校  

城 南 小 学 校  

仁 美 小 学 校  

計 

上 市  

山 陽 ３ 丁 目  

桜が丘西３丁目 

桜が丘西８丁目 

町 苅 田  

今 井  

惣 分  

松 木  

沢 原  

桜が丘東６丁目 

黒 本  

仁 堀 中  

 

高 陽 中 学 校  

桜 が 丘 中 学 校  

赤 坂 中 学 校  

磐 梨 中 学 校  

吉 井 中 学 校  

計 

上 市  

桜が丘西５丁目 

町 苅 田  

沢 原  

周 匝  

 

高 陽 幼 稚 園  

西 山 幼 稚 園  

高 月 幼 稚 園  

山 陽 西 幼 稚 園  

ひ か り 幼 稚 園  

山 陽 北 幼 稚 園  

い わ な し 幼 稚 園  

桜 が 丘 幼 稚 園  

計 

高 屋  

西 中  

馬 屋  

山 陽 ３ 丁 目  

桜が丘西３丁目 

桜が丘西９丁目 

沢 原  

桜が丘東６丁目 

園　　　　　　名 所　在　地 定員 

園　　　　　　名 所　在　地 園児数 

学　　校　　名 所　在　地 新１年生 全校生 

学　　校　　名 所　在　地 新１年生 全校生 

未
来
に
羽
ば
た
け
赤
磐
の
子 

▲いわなし幼稚園 

▲４月１２日、双葉・若草幼稚園が統合し、 
　山陽西幼稚園が開園 

▲磐梨中学校 

▲仁美小学校 
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平 

成 19

年 

度 

　
一
般
会
計
歳
入
で
は
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
も
あ

っ
て
、
市
税
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
体
と
し
て
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
、

財
源
不
足
分
の
一
七
億
八
九
〇
〇
万
円
を
預
金
に
あ

た
る
基
金
か
ら
補
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
歳
出
で

は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
前
述
の
大
規

模
事
業
を
予
算
化
し
た
ほ
か
、
市
消
防
本
部
の
経
費

が
新
た
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
（
赤
磐
消
防
組
合
が

解
散
し
、
平
成
十
九
年
一
月
二
十
二
日
か
ら
市
の
組

織
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度
は
補
正
対
応
）。

こ
の
よ
う
な
経
費
増
の
一
方
で
、
合
併
に
よ
る
事
務

事
業
の
見
直
し
、
統
廃
合
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

一
般
会
計
予
算
総
額
は
一
九
五
億
五
七
五
三
万
円
（
〇
・

〇
一
　
減
）
の
前
年
度
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
度
予
算
が
三
月
定
例
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

　
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
を
合
わ
せ
て
三
七
六
億
四
八
三
六
万
円
で
、
対
前

年
度
比
〇
・
八
　
の
微
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
合
併
後
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
新

中
央
図
書
館
の
建
設
、
赤
坂
中
学
校
体
育
館
建
て
替

え
、
吉
井
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
防
災
行
政
無
線
統

合
事
業
、
ご
み
焼
却
炉
の
解
体
撤
去
な
ど
を
予
算
化

し
た
ほ
か
、
継
続
事
業
と
し
て
市
道
五
日
市
西
中
線
・

桃
光
園
線
・
黒
本
是
里
線
の
整
備
事
業
な
ど
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。 

市
の
予
算 

一 般 会 計  

195億5,753万円 

「
気
を
付
け
て
お
帰
り
」 

「
あ
り
が
と
う
と
う
」 

　
下
校
時
、

　
下
校
時
、
桜
が
丘
西
丘
西
６

丁
目
丁
目
の
通
学
路

通
学
路
で
は
、
地

域
の
人
た
ち
が
、
街
頭
活

街
頭
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
活
動
が
安
心
し

安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

「
気
を
付
け
て
お
帰
り
」 

「
あ
り
が
と
う
」 

　
下
校
時
、
桜
が
丘
西
６

丁
目
の
通
学
路
で
は
、
地

域
の
人
た
ち
が
、
街
頭
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
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一般会計内訳 会計別予算規模 

●
一
般
会
計 

　
住
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い

福
祉
、教
育
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事
業

を
行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。 

●
特
別
会
計 

　
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行

い
、一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す
る
会

計
で
す
。
国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、

介
護
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

●
企
業
会
計 

　
利
益
を
受
け
る
人
の
負
担
で
経
営

を
ま
か
な
う
独
立
採
算
を
原
則
と
す

る
会
計
で
す
。
水
道
事
業
会
計
、病
院

事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

●
地
方
交
付
税 

　
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
地

方
自
治
体
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
で
す
。 

●
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金 

　
市
が
事
業
を
す
る
際
に
国
や
県
か

ら
受
け
る
負
担
金
、補
助
金
、委
託
金

で
す
。 

●
繰
入
金 

　
主
に
市
の
積
立
金（
基
金
）を
取
り

崩
し
て
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。 

●
市
　
債 

　
地
方
自
治
体
が
行
う
借
金
で
す
。

こ
の
借
金
の
元
利
償
還
金
を
公
債
費

と
い
い
ま
す
。 

●
自
主
財
源 

　
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。 

●
依
存
財
源 

　
国
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
収
入
財
源
を
い
い
ま
す
。 

 

（万円） 
　 　 会 　 　 　 　 　 計 　 　  

一 般 会 計   

特 別 会 計   

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

訪問看護ステーション事業特別会計 

簡 易 水 道 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

宅地等開発事業特別会計 

竜天オートキャンプ場特別会計 

田 原 用 水 特 別 会 計  

土 地 取 得 特 別 会 計  

墓 地 事 業 特 別 会 計  

財 産 区 特 別 会 計  

公 営 企 業 会 計   

水 道 事 業 会 計  

熊 山 病 院 事 業 会 計  

合 　 　 　 　 　 　 　 計  

［歳入内訳］ 

［目的別歳出内訳］ 

［性質別歳出内訳］ 

「
気
を
付
け
て
お
帰
り
」 

「
あ
り
が
と
う
」 

　
下
校
時
、
桜
が
丘
西
６

丁
目
の
通
学
路
で
は
、
地

域
の
人
た
ち
が
、
街
頭
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。 



平成１９年度一般会計予算の主な事業 
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防災行政無線統合事業 

コミュニティ施設整備（地区集会所等補助金等） 

岡山県議会議員選挙 

参議院議員選挙 

介護予防・生活支援事業（配食サービスほか） 

障害者自立支援給付費事業 

老人医療費給付事業 

心身障害者医療費 

児童手当 

児童福祉施設運営等（保育園運営等） 

生活保護費 

母子保健事業（乳幼児健診等） 

老人保健事業（健診・健康教育等） 

予防事業（予防接種等） 

乳幼児医療費事業 

ごみ焼却炉解体撤去事業（山陽清掃センター） 

中山間地域対策事業 

小規模土地改良事業（水路・農道改良等） 

小規模ため池補強事業 

ほ場整備事業 

治山林道整備事業 

松くい虫等防除事業 

主要事業名等 事業費 
（万円） 

◆利用時間　□ 夏季（４月～１０月）８：３０～１８：３０ 
　　　　　　□ 冬季（１１月～３月）８：３０～１６：３０ 
◆休 業 日　□ 月曜日、１２月２９日～１月３日 
◆利用料金　□ １日３００円（市内在住・在勤者） 
　　　　　　□ １日５００円（市外） 
◆施設概要　□ 面積１９,９７６平方 
　　　　　　□ 芝コース ２　□ クレーコース ２ 
　　　　　　□ クラブハウス（管理棟） □ 東屋（休憩所） 
　　　　　　※芝養生のため当面はクレーコートのみのご利用となります。 

【利用についての問い合わせ先】 
　教育委員会スポーツ振興課（山陽ふれあい公園内） 
　1０８６-９５５-４４３２／6０８６-９５５-０５０７ 

中島交差点 

県
道
可
真
上・
山
陽
線
 

←
至
 岡
山
市
 

至
 岡
山
市
瀬
戸
町
→
 

赤磐市役所 

グラウンドゴルフ場 

商工振興対策事業（商工会補助等） 

観光事業（観光協会補助、観光施設管理等） 

道路維持管理事業（市道維持補修等） 

道路新設改良事業（五日市西中線、桃光園
線、黒本是里線等） 

常備消防（消防署関係） 

消防団 

各地区消防施設整備 

適応指導教室運営事業 

学校施設耐震補強事業 

赤坂中学校体育館建設事業 

外国青年招致事業（外国語指導助手） 

中央図書館建設事業 

文化財保護事業（両宮山古墳保存整備、備
前国分寺跡発掘調査等） 

吉井給食センター建設事業 

元利償還金 

主要事業名等 事業費 
（万円） 

総
務
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

公
債
費 

民
生
費 

衛
生
費 

農
林
水
産
業
費 

メー 
トル 
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q一体感と和のある市民総参画のまちづくり（市民活動） 

w自然と共生した快適で安全なまちづくり（生活環境） 

e健康で安心して暮らせるまちづくり（保健・医療・福祉） 

r産業振興による魅力と活力のあるまちづくり（産業振興） 

t心豊かで生きがいのもてるまちづくり（教育・文化） 

y財政基盤の安定したまちづくり（行財政） 

◎その他（総合計画の分類によりがたいもの）    

６１７，８６２千円 

１０，３０５，１６８千円 

８，４９５，７００千円 

１，５４７，７７７千円 

２，７０３，９６７千円 

９，３３１千円 

２０，０００千円 

合　計 　２３，６９９，８０５千円 

総合計画の基本目標ごとの事業費（平成１９年度～２１年度の３年間） 

◆評価の概要 
　☆「拡大・充実」としたもの 
　☆「改善」としたもの 
　☆「現状維持」としたもの 
　☆「縮小」としたもの 
　☆「統合／終期設定」としたもの 
　☆「廃止／休止」としたもの 
 

平成１９年度以降は、実施範囲および事務事業の数を順次
拡大し、より適切な評価が行えるよう制度の見直しを行い
ながら評価を実施していきます。 

 
…………………１３事務事業 

…………………………１７事務事業 
……………………５７事務事業 

…………………………５事務事業 
……………２事務事業 

…………………２事務事業 
合　計　　９６事務事業 

成
十
六
年
に
地
方
分
権
一
括
法

が
施
行
さ
れ
、地
方
自
治
体
の

自
立
し
た
行
政
運
営
の
必
要
性
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、市
町
村
合
併
を
は

じ
め
と
し
て
地
方
自
治
体
を
と
り
ま
く

社
会
的
・
経
済
的
な
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、行
政
に
対
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
量

的
に
も
質
的
に
も
拡
大
・
複
雑
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
一
方

で
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
、自
立

し
た
行
政
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
活
か
し
、よ
り
効

率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。 

　
市
で
は
、市
で
行
わ
れ
て
い
る
事
務
事

業
を
評
価
、整
理
し
、予
算
編
成
や
機
構

改
革
な
ど
を
合
理
的
に
行
う
有
効
な
手

段
と
し
て
、ま
た
、財
政
の
健
全
化
や
行

政
活
動
の
効
率
化
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

財
源
の
有
効
活
用
、職
員
の
意
識
改
革
と

い
っ
た
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
で
市
民

満
足
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
「
事
務

事
業
評
価
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
今

後
も
行
政
運
営
の
中
に
、企
画
・
計
画
、実

施
、点
検
と
是
正
・
見
直
し
の
サ
イ
ク
ル

を
定
着
さ
せ
、簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
を
実
現
し
、自
治
体
経
営
の
健
全
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

                   

　
平
成
十
八
年
度
は
、本
庁
で
こ
の
制
度

を
試
行
し（
九
十
六
事
務
事
業
を
評
価
）、

十
九
年
度
以
降
の
本
格
導
入
に
向
け
た

準
備
を
行
い
ま
し
た
。 

™

行
政
改
革
推
進
室
　 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
７
４
５ 

 

■
総
合
計
画
実
施
計
画
お
よ
び
評
価
し

　
た
事
務
事
業
の
名
称
に
つ
い
て
は
、市
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
庁
企
画
課
・
行
政

　
改
革
推
進
室
・
各
支
所
市
民
生
活
課

　（
総
務
係
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

平 

平 

成
二
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と

し
て
策
定
し
た
「
赤
磐
市
総
合

計
画
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十

一
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
実
施
を
予
定

す
る
施
策
・
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
、

健
全
な
行
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、総
合
計
画
の
実
施
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
実
施
計
画
と
は
、基
本
計
画
に
示

し
た
主
要
施
策
に
基
づ
き
、具
体
的
に
実

施
す
る
事
業
を
定
め
、事
業
の
優
先
順
位

や
具
体
的
な
事
業
内
容
な
ど
を
示
す
こ

と
で
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
、地
方
交
付
税
の
減
少
や
、国

や
県
の
補
助
金
縮
減
な
ど
が
先
行
し
て

い
る
現
状
か
ら
、市
の
財
政
状
況
は
大
変

厳
し
く
、市
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
た

め
に
は
、行
財
政
改
革
の
断
行
が
最
優
先

か
つ
最
重
要
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、赤
磐
市
行
財
政
改
革
審
議

会
か
ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か

ら
の
徹
底
し
た

事
業
の
見
直
し
や
、

平
成
二
十
一
年
度

ま
で
に
、基
金
繰
入

ゼ
ロ
を
目
標
に
対
平

成
十
八
年
度
当
初
予
算
比
で
十
八
億
円

程
度
（
一
般
財
源
ベ
ー
ス
）の
予
算
削
減

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、市
で
は
こ
の
十
八
億
円
程
度
の

削
減
計
画
を
検
討
し
て
お
り
、こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
、こ
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た

事
業
に
つ
い
て
も
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
し
た
が
っ
て
、こ
の
計
画
上
の
事
業
お

よ
び
そ
の
事
業
費
な
ど
は
確
定
し
た
も

の
で
は
な
く
、今
後
の
財
政
状
況
に
よ
り

見
直
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

™
企
画
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 

よ
り
効
率
的
な 

行
政
シ
ス
テ
ム
の 

確
立
に
向
け
て 

事
務
事
業
評
価
の
実
施 

『
人
”い
き
い
き
“　
ま
ち 
”
き
ら
り
“「
活
力
あ
る
、

住
み
よ
い
、住
み
た
い
、

赤
磐
市
」
』を
目
指
し
赤

磐
市
総
合
計
画
実
施
計

画
を
策
定 
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市
で
は
、合
併
二
年
を
経
過
し

た
こ
と
か
ら
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、四
月
一
日
に
機
構
改

革
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
人
事
異
動
は
定
期
の

人
事
異
動
に
加
え
て
適
材
適
所

に
職
員
を
配
置
す
る
一
方
、男
女

共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
、課
長

級
に
女
性
職
員
を
登
用
し
て
い

ま
す
。
全
体
の
異
動
者
が
三
百
九

十
八
人（
職
員
数
五
百
九
十
八
人
）

と
多
数
の
た
め
、異
動
者
の
う
ち

課
長
級
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

　 

 【
四
月
一
日
付
け
】 

　
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
任 

●
異
動
（
部
長
級
） 

◇
藤
原
　
延
興
　
企
画
財
政
部

　
部
長（
企
画
部
部
長
） 

◇
塩
見
　
祐
一
　
会
計
管
理
者

　
兼
会
計
課
課
長
事
務
取
扱（
会

　
計
課
課
長
兼
会
計
課
審
査
係

　
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
松
本
　
清
隆
　
熊
山
支
所
支

　
所
長
兼
市
立
熊
山
病
院
事
務

　
局
病
院
事
務
長
事
務
取
扱（
熊

　
山
支
所
支
所
長
） 

◇
宮
内
　
清
文
　
吉
井
支
所
支

　
所
長
兼
吉
井
支
所
仁
堀
出
張

　
所
所
長（
吉
井
支
所
支
所
長
） 

 

●
異
動
（
課
長
級
以
上
） 

◇
山
本
　
恒
子
　
総
務
部
秘
書

　
課
課
長
兼
総
務
部
秘
書
課
公

　
聴
広
報
係
係
長
事
務
取
扱（
企

　
画
部
企
画
課
公
聴
広
報
係
係

　
長
） 

◇
水
原
　
昌
彦
　
総
務
部
管
財

　
課
課
長
（
産
業
建
設
部
建
設

　
課
課
長
補
佐
兼
産
業
建
設
部

　
建
設
課
工
務
係
係
長
事
務
取

　
扱
） 

◇
小
坂
　
孝
男
　
企
画
財
政
部

　
企
画
課
課
長
（
企
画
部
企
画

　
課
課
長
） 

◇
中
川
　
靖
朗
　
企
画
財
政
部

　
行
政
改
革
推
進
室
室
長
（
教

　
育
委
員
会
教
育
総
務
課
課
長

　
補
佐
兼
教
育
委
員
会
教
育
総

　
務
課
総
務
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
近
藤
　
常
彦
　
企
画
財
政
部

　
財
政
課
課
長
（
企
画
部
財
務

　
課
課
長
） 

◇
正
好
　
尚
昭
　
企
画
財
政
部

　
税
務
課
課
長
（
企
画
部
情
報

　
政
策
課
課
長
） 

◇
長
田
　
忠
芳
　
企
画
財
政
部

　
税
務
課
参
事
兼
企
画
財
政
部

　
税
務
課
市
民
税
係
係
長
事
務

　
取
扱
（
総
務
部
税
務
課
参
事

　
兼
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

　
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
光
岡
　
睦
代
　
市
民
生
活
部

　
協
働
推
進
室
室
長
（
保
健
福

　
祉
部
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
保

　
健
福
祉
部
保
健
福
祉
課
健
康

　
指
導
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
藤
井
　
清
人
　
市
民
生
活
部

　
環
境
課
課
長
（
市
民
生
活
部

　
生
活
環
境
課
課
長
） 

◇
大
森
　
敏
孝
　
保
健
福
祉
部

　
健
康
増
進
課
課
長
（
上
下
水

　
道
部
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼

　
上
下
水
道
部
下
水
道
課
工
務

　
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
岩
藤
　
正
人
　
保
健
福
祉
部

　
介
護
保
険
課
課
長
（
保
健
福

　
祉
部
保
健
福
祉
課
課
長
） 

◇
山
田
　
長
俊
　
産
業
建
設
部

　
産
業
振
興
課
課
長
（
熊
山
支

　
所
次
長
兼
熊
山
支
所
管
理
課

　
課
長
事
務
取
扱
） 

◇
福
島
　
　
勉
　
上
下
水
道
部

　
下
水
道
課
参
事
兼
上
下
水
道

　
部
下
水
道
課
工
務
係
係
長
事

　
務
取
扱
（
赤
坂
支
所
市
民
生

　
活
課
課
長
兼
赤
坂
支
所
市
民

　
生
活
課
赤
坂
環
境
セ
ン
タ
ー

　
所
長
） 

◇
白
石
　
悦
男
　
赤
坂
支
所
市

　
民
生
活
課
課
長
（
総
務
部
税

　
務
課
課
長
） 

◇
大
橋
　
幹
人
　
熊
山
支
所
市

　
民
生
活
課
参
事
兼
熊
山
支
所

　
市
民
生
活
課
環
境
係
係
長
事

　
務
取
扱
（
教
育
委
員
会
熊
山

　
公
民
館
館
長
兼
教
育
委
員
会

　
熊
山
図
書
館
館
長
兼
教
育
委

　
員
会
熊
山
分
室
室
長
） 

◇
楢
原
　
昌
介
　
熊
山
支
所
上

　
下
水
道
課
課
長
（
市
立
熊
山

　
病
院
事
務
局
病
院
事
務
長
兼

　
市
立
熊
山
病
院
事
務
局
庶
務

　
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
石
原
　
　
亨
　
吉
井
支
所
市

　
民
生
活
課
課
長
（
吉
井
支
所

　
管
理
課
課
長
兼
吉
井
支
所
出

　
納
室
室
長
） 

◇
奥
田
　
智
明
　
吉
井
支
所
健

　
康
福
祉
課
課
長
兼
赤
磐
市
吉

　
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長（
吉

　
井
支
所
健
康
福
祉
課
課
長
） 

◇
皿
井
　
輝
雄
　
総
務
部
桜
が

　
丘
出
張
所
所
長
兼
総
務
部
桜

　
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

　
事
務
所
長
（
熊
山
支
所
桜
が

　
丘
出
張
所
所
長
兼
熊
山
支
所

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

　
ー
事
務
所
長
） 

◇
難
波
　
隆
伸
　
赤
坂
支
所
市

　
民
生
活
課
赤
坂
環
境
セ
ン
タ

　
ー
所
長
（
教
育
委
員
会
山
陽

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

　
教
育
委
員
会
桜
が
丘
学
校
給

　
食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

◇
池
本
　
桂
治
　
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課
課
長
兼
教
育
委

　
員
会
適
応
指
導
教
室
室
長（
教

　
育
委
員
会
学
校
教
育
課
参
事

　
兼
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
指
導
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
宮
岡
　
秀
樹
　
教
育
委
員
会

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
兼
教

　
育
委
員
会
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

　
セ
ン
タ
ー
所
長（
教
育
委
員
会

　
中
央
公
民
館
館
長
） 

◇
重
松
　
義
巳
　
教
育
委
員
会

　
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
参

　
事（
教
育
委
員
会
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

◇
小
坂
　
俊
吾
　
教
育
委
員
会

　
中
央
公
民
館
館
長
（
産
業
建
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設
部
産
業
振
興
課
課
長
） 

◇
富
山
　
義
昭
　
教
育
委
員
会

　
熊
山
公
民
館
館
長
兼
教
育
委

　
員
会
熊
山
図
書
館
館
長
兼
教

　
育
委
員
会
熊
山
分
室
室
長（
教

　
育
委
員
会
学
校
教
育
課
課
長

　
補
佐
兼
教
育
委
員
会
学
校
教

　
育
課
学
事
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
額
田
　
猶
子
　
教
育
委
員
会

　
西
山
幼
稚
園
園
長
（
教
育
委

　
員
会
双
葉
幼
稚
園
園
長
） 

◇
小
林
　
一
恵
　
教
育
委
員
会

　
山
陽
西
幼
稚
園
園
長
（
教
育

　
委
員
会
若
草
幼
稚
園
園
長
） 

◇
徳
光
　
裕
子
　
教
育
委
員
会

　
山
陽
北
幼
稚
園
園
長
（
教
育

　
委
員
会
学
校
教
育
課
主
幹
） 

◇
下
山
　
俊
行
　
教
育
委
員
会

　
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

　
長
兼
教
育
委
員
会
桜
が
丘
学

　
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
吉
井

　
支
所
次
長
兼
吉
井
支
所
市
民

　
生
活
課
課
長
事
務
取
扱
） 

◇
小
川
　
弘
晃
　
消
防
本
部
予

　
防
課
課
長
（
消
防
本
部
予
防

　
課
参
事
兼
消
防
本
部
予
防
課

　
予
防
係
係
長
事
務
取
扱
兼
消

　
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
係

　
長
事
務
取
扱
） 

◇
寺
澤
　
�
美
　
消
防
本
部
通

　
信
司
令
室
室
長
（
消
防
本
部

　
予
防
課
課
長
） 

 

●
岡
山
県
よ
り
派
遣
職
員 

◇
谷
口
　
辰
巳
　
保
健
福
祉
部

　
社
会
福
祉
課
主
幹 

◇
岡
本
　
克
巳
　
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
教

　
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校

　
教
育
係
係
長
事
務
取
扱 

◇
岸
根
　
昌
昭
　
教
育
委
員
会

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
兼
教

　
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
企
画
推
進
係
係
長
事
務
取
扱 

 
●
新
規
採
用 

◇
藤
田
　
啓
二
　
総
務
部
総
務

　
課
主
事
補 

◇
加
藤
　
智
史
　
保
健
福
祉
部

　
介
護
保
険
課
主
事
補 

◇
成
田
　
和
優
　
保
健
福
祉
部

　
社
会
福
祉
課
主
事
補 

◇
藤
原
由
起
夫
　
産
業
建
設
部

　
建
設
課
主
事
補 

◇
藤
原
　
尚
美
　
市
立
熊
山
病

　
院
看
護
師 

◇
畑
地
さ
や
か
　
市
立
熊
山
病

　
院
作
業
療
法
士 

 

●
新
規
採
用
（
消
防
本
部
） 

◇
額
田
　
　
悠 

◇
永
宗
　
拓
也 

◇
行
本
　
吉
宏 

◇
石
原
　
徹
也 

◇
森
定
　
俊
行 

◇
村
中
　
常
恭 

◇
村
上
　
祐
介 

◇
馬
場
　
智
大 

◇
金
光
　
勇
亮 

   【
三
月
三
十
一
日
付
け
】 

　
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
任 

●
退
　
職 

◇
真
野
　
卓
見
（
産
業
建
設
部

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事

　
務
所
所
長
兼
産
業
建
設
部
山

　
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務

　
所
管
理
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
繁
松
　
純
之
（
赤
坂
支
所
次

　
長
兼
赤
坂
支
所
管
理
課
課
長

　
事
務
取
扱
兼
赤
坂
支
所
管
理

　
課
収
納
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
村
田
　
昭
典
（
熊
山
支
所
上

　
下
水
道
課
課
長
） 

◇
門
野
　
　
得
（
吉
井
支
所
仁

　
堀
出
張
所
所
長
） 

◇
岡
本
　
美
枝
（
教
育
委
員
会

　
山
陽
北
幼
稚
園
園
長
） 

◇
武
本
　
繁
子
（
市
民
生
活
部

　
市
民
課
主
幹
兼
市
民
生
活
部

　
市
民
課
市
民
係
係
長
事
務
取

　
扱
） 

◇
伊
永
　
芳
枝
（
熊
山
支
所
管

　
理
課
主
幹
兼
熊
山
支
所
管
理

　
課
収
納
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
入
矢
　
初
子
（
熊
山
支
所
桜

　
が
丘
出
張
所
主
幹
） 

◇
長
光
　
恵
子
（
吉
井
支
所
出

　
納
室
副
室
長
） 

◇
谷
川
登
志
子
（
教
育
委
員
会

　
吉
井
公
民
館
課
長
補
佐
兼
教

　
育
委
員
会
教
育
総
務
課
吉
井

　
分
室
） 

◇
横
山
　
玉
枝
（
市
立
熊
山
病

　
院
主
任
准
看
護
師
） 

◇
白
石
　
好
恵
（
市
立
熊
山
病

　
院
准
看
護
師
） 

◇
矢
部
千
恵
子
（
市
立
熊
山
病

　
院
准
看
護
師
） 

◇
土
井
　
俊
子
（
市
立
熊
山
病

　
院
技
術
員
） 

 

●
退
　
職
（
岡
山
市
へ
） 

◇
竹
内
　
一
郎
（
消
防
署
南
出

　
張
所
所
長
補
佐
兼
消
防
署
南

　
出
張
所
業
務
第
２
係
係
長
事

　
務
取
扱
） 

◇
山
元
　
一
生
（
消
防
署
南
出

　
張
所
業
務
第
１
係
係
長
） 

◇
太
田
　
柊
爾
（
消
防
署
南
出

　
張
所
業
務
第
２
係
消
防
士
長
） 

◇
中
村
　
浩
二
（
消
防
署
南
出

　
張
所
業
務
第
１
係
消
防
士
長
） 

◇
小
林
　
資
明
（
消
防
署
南
出

　
張
所
業
務
第
１
係
消
防
士
） 

◇
入
野
谷
　
崇
（
消
防
署
北
出

　
張
所
業
務
第
１
係
消
防
士
） 

◇
今
田
　
健
介
（
消
防
署
予
防

　
係
消
防
士
） 

◇
池
田
　
将
吾
（
消
防
署
南
出

　
張
所
業
務
第
２
係
消
防
士
） 

◇
植
田
　
幸
司
（
消
防
署
南
出

　
張
所
業
務
第
１
係
消
防
士
） 

 

●
岡
山
県
へ
復
帰 

◇
中
西
　
伸
司
（
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課
課
長
兼
教
育
委

　
員
会
適
応
指
導
教
室
室
長
） 

◇
中
村
　
謙
治
（
保
健
福
祉
部

　
社
会
福
祉
課
参
事
） 

■
監
査
委
員
に 

　
藤
原
光
利
さ
ん
を
選
任 

■
名
称
が
変
更
に 

　
　
　
　
な
り
ま
し
た 

　
識
見
者
の
津
島
信
義
委

員
の
退
任
に
伴
う
後
任
に

議
会
の
同
意
を
得
て
藤
原

光
利
さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
四
月
一
日
か
ら
四

年
間
。 

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、四
月
一
日
か
ら
助
役
が

副
市
長
に
な
り
ま
し
た
。 

◇
安
井
栄
一
副
市
長 

◇
篠
田
敏
史
副
市
長 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

　カントリー風な木製の子ども用の机といすを作ります。
木工作が初めての人でも電動工具を使って作れます。 
 
◆日　時／５月１６日（水） ９：００～１６：００ 

６月６日（水） ９：００～１６：００　 
◆定　員／１０人 
◆参加費／１回３００円の材料費 
◆申込期間／５月２日（水）～５月１０日（木） 
◆会場＆問い合わせ先 
　西山公民館　1０８６-９５５-０７７７ 

　県北に生えている山野草に親しみ、植物に対する興味・
関心を持つとともに、初夏の山歩きを満喫しよう。 
 
◆日　時／６月２日（土） ８：３０～１７：００　 
◆場　所／若杉自然林（西粟倉村） 
◆講　師／楠原　良三 
◆定　員／２０人（先着順） 
◆参加費／３００円（資料代を含む） 
◆申込期間／５月７日（月）～定員になり次第締め切ります。 
◆会場＆問い合わせ先 
　山陽公民館 
　1０８６-９５５-９７７７ 

　自分好みの作品の製作の楽しさを味わい、参加者相互
の友情と親ぼくを深めてみませんか。初心者でも親切に
指導します。 
 
◆日　時／５月２６日（土） １４：００～１６：００　 
◆講　師／芝　眞路 
◆定　員／１６人（先着順） 
◆参加費／１,５００円（材料代を含む） 
◆申込期間／５月７日（月）～定員になり次第締め切ります。 
◆会場＆問い合わせ先 
　山陽公民館　1０８６-９５５-９７７７ 

　私たちの近くの川にはどんな魚が住んでいるのでしょう。
川に入って魚をとり、観察します。 
 
◆日　時／６月１７日（日）  ８：３０～１２：３０　 
◆定　員／２０人 
◆対　象／小学校１年生～中学生 
◆参加費／無料 
◆申込期間／５月２日（水）～５月２３日（水） 
◆問い合わせ先 
　西山公民館　1０８６-９５５-０７７７ 

　トーマス先生と一緒に楽しく英会話をしましょう。 
 
〔わくわく英会話教室〕 
◆日　時／５月１７日（木）～６月１４日（木） 
　　　　　１８：００～１９：００　毎週木曜日（全５回） 
◆定　員／１０人 
◆対　象／小学生 
◆参加費／１,０００円（全５回分） 
◆申込期間／５月1５日（火）まで 
 
〔どきどき英会話教室〕 
◆日　時／５月２９日（火）～６月２６日（火） 
　　　　　１８：３０～１９：３０　毎週火曜日（全５回） 
◆定　員／１０人 
◆対　象／大人 
◆参加費／２,０００円（全５回分） 
◆申込期間／５月２４日（木）まで 
 
◆会場＆問い合わせ先 
　吉井公民館　1０８６-９５４-１３７９ 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

　自然大好き人間集まれ。山野の鳥について観察してみ
よう。 
 
◆日　時／５月１２日（土） ９：００～１１：００ 
　　　　　（雨天の場合は中止）　 
◆場　所／赤磐市奥吉原 
◆定　員／３０人 
◆対　象／なし 
◆参加費／無料 
◆申し込み／必要：開催日の前日までに 
◆その他／双眼鏡をお持ちの人は持参してください。 
◆会場＆問い合わせ先 
　熊山公民館　1０８６９９-５-１３６０ 

　簡単なマジックを覚え、家庭や職場、地域で皆さんを楽
しませてあげませんか。 
 
◆日　時／６月２日（土）、６月９日（土）、６月２３日（土）、 

６月３０日（土）　１０:００～１２：００　 
◆講　師／池上尚見（津山奇術同好会会長・岡山県奇術
　　　　　連合会理事） 
◆定　員／１５人 
◆対　象／小学校３年生～一般（初心者対象） 
◆参加費／５００円（全４回分・材料代含む） 
◆申し込み／必要：開催日の前日までに 
◆申込期間／５月７日（月）～５月２５日（金） 
◆会場＆問い合わせ先 
　高月公民館　1０８６-２２９-９７７７ 

　大学天文部のお兄さん、お姉さんといっしょに宇宙のこ
とを勉強しよう。 
 
◆日　時／q５月２３日（水） １９：００～２１：００ 
　　　　　　「春の星空」 
　　　　　w７月２５日（水） １９：００～翌２６日（木）１０：００ 
　　　　　　「夏の星空」 
　　　　　e１０月１０日（水） １９：００～２１：００ 
　　　　　　「秋の星空」 
　　　　　r１２月１２日（水） １９：００～２１：００ 
　　　　　　「冬の星空」 
　　　　　t２月２４日（日） ９：００～１１：００ 
　　　　　　「太陽面観測」 
◆対　象／小学４～６年生・中学生・親子 
◆定　員／２０人 
◆参加費／１,０００円（年間） 
◆申込期間／５月1８日（金）まで 
◆会場＆問い合わせ先 
　吉井公民館　1０８６-９５４-１３７９ 

　種まき、移植作業など実践をまじえながら、草花につい
て学ぶとともに、地域の公共施設をお花でいっぱいにし
よう。 
 
◆日　時／１年を通して随時期 
◆場　所／熊山公民館他　 
◆定　員／２０人 
◆対　象／なし 
◆参加費／無料 
◆申込期間／５月１０日（木）～３１日（木） 
◆会場＆問い合わせ先 
　熊山公民館　1０８６９９-５-１３６０ 
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   ※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

 ■
第
二
十
九
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
春
季

　
水
泳
競
技
大
会
〔
水
球
競
技
〕
 

　
（
千
葉
県
）
 

☆
「
十
五
歳
以
下
男
子
の
部
」
 

◇
赤
坂
中
学
校
二
年
 

　
塚
本
達
也（
町
苅
田
） 

◇
赤
坂
中
学
校
一
年
 

　
横
田
晃
輝（
西
軽
部
） 

☆
「
十
二
歳
以
下
男
女
の
部
」
 

◇
軽
部
小
学
校
四
年
 

　
横
田
未
来（
西
軽
部
） 

            ※
学
年
は
平
成
十
八
年
度
の
と
き
の

　
も
の
で
す
。
 

 ■
２
０
０
７
全
日
本
 

　
綱
引
選
手
権
大
会
（
千
葉
県
）
 

◇
小
泉
寿
枝（
山
陽
５
丁
目
） 

   開
催
日
　
三
月
十
一
日（
日
） 

開
催
場
所
　
備
前
射
撃
場
 

参
加
者
数
　
四
十
一
人
 

大
会
結
果
 

　
¡
優
　
勝
／
福
安
秀
雄
　
 

　
　
　
　
　
　（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

　
¡
準
優
勝
／
篠
原
康
人
　
 

　
　
　
　
　
　（
桜
が
丘
西
７
丁
目
） 

　
¡
第
三
位
／
藤
原
輝
雄（
尾
谷
） 

　
¡
第
四
位
／
筒
井
泰
治（
尾
谷
） 

　
¡
第
五
位
／
本
徳
　
彦（
沼
田
） 

　
¡
第
六
位
／
松
田
典
章（
可
真
下
） 

　
¡
第
七
位
／
遠
藤
国
夫（
岩
田
） 

　
¡
第
八
位
／
本
並
宜
男
　
 

　
　
　
　
　
　（
山
陽
６
丁
目
） 

    開
催
日
　
三
月
十
一
日
・
十
八
日（
日
） 

開
催
場
所
 

　
™
桜
が
丘
野
球
場
 

　
™
吉
井
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

参
加
チ
ー
ム
数
　
八
チ
ー
ム
 

大
会
結
果
 

　
¡
優
　
勝
／
福
田
洋
瓦
工
業
 

　
¡
準
優
勝
／
ガ
イ
ア
 

　
¡
第
三
位
／
西
山
組
ポ
イ
ン
タ
ー
ス
 

　
¡
最
優
秀
選
手
賞
 

　
　
長
田
幸
和（
福
田
洋
瓦
工
業
） 

　
¡
優
秀
選
手
賞
 

　
　
大
森
敬
司（
ガ
イ
ア
） 

   開
催
日
　
三
月
十
三
日（
火
） 

開
催
場
所
　
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

　
ふ
れ
あ
い
広
場
 

参
加
者
数
　
十
二
チ
ー
ム（
六
十
一
人
） 

大
会
結
果
 

　
¡
優
　
勝
／
赤
坂（
赤
坂
） 

　
¡
準
優
勝
／
桜
が
丘
東（
熊
山
） 

　
¡
第
三
位
／
東
軽
部（
赤
坂
） 

    開
催
日
　
三
月
十
八
日（
日
） 

開
催
場
所
 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館
 

参
加
者
数
　
十
六
チ
ー
ム（
二
百
人
） 

大
会
結
果
 

　
¡
優
　
勝
／
Ａ
Ｓ
Ｋ
倶
楽
部
 

　
¡
準
優
勝
／
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
 

　
¡
第
三
位
／
シ
ャ
ッ
フ
ル
 

    　
旧
山
陽
町
で
平
成
五
年
に
産
声
を

あ
げ
現
在
、会
員
数
は
六
十
人
で
す
。

夏
に
は
二
泊
三
日
程
度
で
南
・
北
・
中

央
ア
ル
プ
ス
な
ど
で
縦
走
を
中
心
に

活
動
し
、春
秋
に
は
日
帰
り
ま
た
は

一
泊
で
、県
内
や
近
県
の
山
々
に
登
り
、

自
然
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
 

　
例
会
は
原
則
と
し
て
、毎
月
第
一
月

曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
二

千
円
で
す
。
一
緒
に
雄
大
な
山
々
に

登
り
、大
自
然
の
中
で
親
睦
を
深
め

ま
し
ょ
う
。
 

　
例
会
に
参
加
で
き
る
人
は
、次
の

日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
　
時
　
五
月
七
日
・
六
月
四
日
 

　
午
後
七
時
〜
 

会
　
場
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
赤
磐
市
体
育
協
会
事
務
局
 

    　
さ
ま
ざ
ま
な
水
中
運
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
と
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
初
め
て
の
人
も
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
 

期
　
間
　
五
月
二
十
九
日
〜
七
月
　

十
日
の
毎
週
火
曜
日（
全
七
回
） 

時
　
間
　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

　（
初
回
は
午
前
九
時
〜
） 

場
　
所
 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内
プ
ー
ル
 

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
 

受
講
料
　
四
千
五
百
円（
初
回
に
　

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
） 

講
　
師
 

　
日
本
水
泳
連
盟
公
認
コ
ー
チ
 

定
　
員
　
三
十
人
 

締
切
日
　
五
月
十
八
日（
金
） 

申
し
込
み
先
 

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

   日
　
時
 

　
五
月
十
四
日
・
二
十
一
日
・
二
十
八

　
日
・
六
月
四
日
・
十
一
日（
毎
月
曜
日
） 

　
午
後
八
時
〜
九
時
三
十
分
 

場
　
所
　
高
陽
中
学
校
体
育
館
 

定
　
員
　
先
着
二
十
人
 

指
　
導
　
卓
球
協
会
会
員
 

参
加
費
　
千
円
 

持
参
品
 

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、参
加
費
 

申
し
込
み
先
 

　
赤
磐
市
体
育
協
会
事
務
局
 

    日
　
時
　
六
月
三
日（
日
） 

　
受
け
付
け
／
八
時
三
十
分
 

　
試
合
開
始
／
九
時
〜
 

場
　
所
　
桜
が
丘
テ
ニ
ス
場
 

種
　
目
　
ダ
ブ
ル
ス
 

参
加
資
格
 

　
赤
磐
市
桜
が
丘
テ
ニ
ス
場
会
員
 

参
加
料
　
一
人
五
百
円
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
1
０
９
０（
１
６
８
１
）７
４
７
８
 

　（
連
絡
先
・
愛
甲
博
美
） 

 ™
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

　
赤
磐
市
体
育
協
会
事
務
局
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２
 

▲左から横田晃輝、横田未来、塚本達也 
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自
分
の
体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
た
め
、
社
会
生
活
に
支
障

を
き
た
す
人
た
ち
が
い
ま
す
。
つ
ま
り
性
同
一
性
障
害
の
人
た
ち
で
す
。

性
に
対
す
る
多
様
な
あ
り
方
が
認
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
法
制
度
の
面

で
は
、
平
成
十
六
年
に
「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
一

方
で
性
同
一
性
障
害
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
あ
り
ま
す
。 

　
性
同
一
性
障
害
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
、
偏
見
・
差
別
を
な

く
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

   

　
平
成
十
八
年
、
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
拉
致
は
重
大
な
人
権
の
侵
害
で
す
。
平
成
十
四
年
に
は

五
人
の
拉
致
被
害
者
の
、
平
成
十
六
年
に
は
そ
の
家
族
八
人
の
、
帰
国
・

来
日
が
実
現
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
被
害
者
に
つ
い
て
は
安
否
に

つ
い
て
納
得
の
い
く
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
拉
致
問
題
の
解

決
が
国
民
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　岡山県で「第１９回全国生涯学習フェスティバルまなびピアおかやま２００７」が開催されることを受け、３月
１９日（月）の第１９回全国生涯学習フェスティバル赤磐市実行委員会で、「全国生涯学習フェスティバル IN 赤
磐」の開催が決定しました。 
　これまで市民の皆さんが取り組んできた生涯学習の成果を県内外に情報発信していくために、赤磐市の
特色を生かした事業を展開します。また、子どもから高齢者まで、広く市民の皆さんの参画を得ながら、地域
の一体性を育むイベントの実現を図ります。 
 
 
　★山陽ふれあい公園 
　　™１１月３日…オープニングセレモニー、市民音楽祭、文化講演会 
　　™１１月４日…ステージ発表「まなび」のスペシャリストを招待しての講演会 

生涯学習の成果発表会（出演者は公募予定） 
生涯学習見本市（３日～４日）展示・体験・販売コーナー 

　★中央公民館 
　　™１１月４日…赤磐市音楽祭（プロによる演奏会） 
　★市内幼稚園・小学校・中学校 
　　™１１月５日…市内一斉学校・園公開 
　　™１１月６日…小・中学校音楽会（会場：山陽北小学校、仁美小学校、吉井中学校）　 
　★赤磐市グラウンドゴルフ場　 
　　大会開催予定（期日未定） 
　 
　　現在、さまざまなイベントを計画中です。また、ステージ発表や生涯学習見本市出展は公募します。 

主 な プ ロ グ ラ ム 

生涯学習マスコット 
「マナビィ」 

大会ロゴマーク 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
（
窓
口
受
付
 ９：００

～
１７；００

）（
「
※［
医
］
」
は
（
社
）赤
磐
医
師
会
管
内
の
岡
山
市
瀬
戸
町
地
域
の
休
日
当
番
医
で
す
）
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

  注
　
５
月
２７
日
の
赤
磐
医
師
会
病
院
の
当
番
日
は
原
則
と
し
て
小
児
科
診
療
の
み
と
な
り
ま
す
 

●
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
影
絵
」
 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　
11：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

 ●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
２６
日
、６
月
２
日
も
開
催
〕
 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
 

　
14：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
２６
日
、６
月
２
日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

 ●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

［
医
］う
え
の
内
科
小
児
科
医
院
 

　
　
1
086-956-0505 

［
医
］戸
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
086-957-3057 

※［
医
］岡
山
東
部
脳
神
経
外
科
東
備
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
 

1
086-952-5252

［
医
］梶
原
内
科
医
院
 1
086-955-3750 

［
医
］道
満
医
院
 1
086-957-2111 

※［
医
］鈴
木
医
院
 1
086-952-0205

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］吉
井
医
院
 1
086-955-5515 

［
医
］佐
伯
北
診
療
所
 1
086-954-2032 

※［
医
］近
藤
皮
膚
泌
尿
器
科
医
院
　
 

1
086-952-3311

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］あ
ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

　
　
1
086-955-8191 

［
医
］桜
井
内
科
 1
086-957-3012 

※［
医
］う
え
お
か
内
科
医
院
　
 

1
086-952-5665

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］ふ
よ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　

1
086-955-7110 

［
医
］森
医
院
 1
086-957-2400 

※［
医
］平
岡
整
形
外
科
医
院
　
 

1
086-952-5225

31
0

1
7

61
3

41
1

1
8

71
4

5
2

1

1
2

1
9

81
5

91
6◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
・
吉
井
地
域
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

　〔
～
５
月
２０
日
ま
で
〕 

●
交
通
安
全
日
 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
・
吉
井
地
域
） 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
高
月
公
民
館
） 

  

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
・
吉
井
地
域
） 

●
ト
ー
マ
ス
先
生
の
英
会
話
教
室
 　

　
18：
00～
19：
00（
赤
坂
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
・
吉
井
地
域
） 

●
人
権
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
熊
山
支
所
育
児
相
談
 

　
10：
00～
11：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
1階
相
談
室
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
・
吉
井
地
域
） 

●
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座
 

　
9：
00～
16：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
・
児
童
相
談
 

　
10：
00～
16：
00（
吉
井
会
館
） 

 

憲
法
記
念
日
 

み
ど
り
の
日
 

こ
ど
も
の
日
 

★
５
月
の
税
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
…
１
期（
全
期
） 

　
●
軽
自
動
車
税
…
…
…
…
…
…
…
全
期
 

　
●
水
利
地
益
税
…
…
…
…
…
…
…
１
期
 

５
月
３１
日
ま
で
 

 



●
陶
芸
入
門
 

　
14：
00～
16：
00（
山
陽
公
民
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

［
医
］片
山
医
院
 1
086-229-2166 

［
医
］越
宗
医
院
 1
086-957-3035 

※［
医
］間
阪
内
科
医
院
 1
086-952-1717

 

［
医
］赤
磐
医
師
会
病
院
（
小
児
科
診
療
）
 

 　
　
1
086-955-6688 

［
医
］市
立
熊
山
病
院
 1
08699-5-1251 

※［
医
］岩
藤
胃
腸
科
外
科
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

1
086-952-1166

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
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9
1
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1
1

1
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1
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1
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1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

火
 水
 木
 

火
 水
 木
 金
 
土
 日
 月
 火
 
水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 
土
 日
 月
 火
 
水
 木
 
金
 土
 日
 月
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
３００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

2
43
1

2
02
7

2
56
/1

2
12
8

2
66
/2

2
22
9

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

5
月
 

2
3

3
0 ◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 

 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
○
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○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
 
○
 
○
 
○
 

○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
 
○
 
○
 
○
 

☆
 
☆
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☆
 
☆
 
☆
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☆
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☆
 
☆
 
　
 
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
 
☆
 
☆
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 　
　
 　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 

　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 

　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
 
　
 
　
 

休館日 

休館日 

休館日 

●
交
通
安
全
日
 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
山
陽
・
吉
井
地
域
） 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診（
赤
坂
地
域
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診（
赤
坂
・
熊
山
地
域
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
本
庁
2階
第
2会
議
室
） 

●
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
） 

●
竜
天
天
文
台「
少
年
少
女
天
文
教
室
」

　
春
の
星
空
　
19：
00～
21：
00 

　（
竜
天
天
文
台
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
赤
坂
・
熊
山
地
域
） 

●
ト
ー
マ
ス
先
生
の
英
会
話
教
室
 　

　
18：
30～
19：
30（
赤
坂
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
講
演
会
「
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
」
 

　
14：
00～
15：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
赤
坂
・
吉
井
地
域
） 

 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
２００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
１００
円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
１００
円
 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 



18広報あかいわ（平成19年5月号） 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、祝日、
館内整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

※借りるときには利用者
　カードをお持ちください。
　はじめて借りる人は、免
　許証・保険証など氏名・
　住所を確認できるもの
　を提示し申請してくださ
　い。利用者カードを作り
　ます（小学生以下の人
　は保護者が申請してく
　ださい）。 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

火 水 月 金 土 木 日 

★
一
枚
の
カ
ー
ド
で
市
内
ど
の 

　
図
書
館
で
も
利
用
で
き
ま
す 

　
旧
カ
ー
ド
は
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
利
用
者
カ

ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、新
し
い
カ
ー

ド
と
交
換
し
ま
す
。 

★
貸
出
点
数 

　
四
館
合
わ
せ
て
　
一
人 

　™

図
書
・
雑
誌
　 

二
十
冊
ま
で 

　™

視
聴
覚
資
料
　
四
点
ま
で 

★
貸
出
期
間
は
二
週
間 

　
貸
出
期
間
内
で
あ
れ
ば
、申
し
出
に
よ

り
返
却
予
定
日
か
ら
二
週
間
ま
で
延
長
で

き
ま
す
。（
予
約
の
入
っ
て
い
る
資
料
の
延
長

は
で
き
ま
せ
ん
） 

★
図
書
館
の
資
料
が
貸
出
中
の 

　
場
合
は
予
約
で
き
ま
す 

　
雑
誌
は
書
架
に
並
ん
だ
と
き
か
ら
予
約

で
き
ま
す
。（
最
新
号
は
館
内
閲
覧
の
み
で

す
） 

　
予
約
し
た
資
料
の
受
け
取
り
を
中
央
・

赤
坂
・
熊
山
・
吉
井
図
書
館
の
ど
こ
に
で
も

指
定
で
き
ま
す
。 

　
予
約
の
上
限
は
図
書
・
雑
誌
二
十
冊
、視

聴
覚
資
料
は
四
点
以
内
と
し
ま
す
。 

　
返
却
期
限
を
過
ぎ
た
資
料
を
お
持
ち
の

場
合
は
、返
却
さ
れ
る
ま
で
新
規
の
貸
し
出

し
・
延
長
・
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。 
  

■
中
央
図
書
館 

【
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
　
　
　
今
年
は
影
絵
だ
よ
！
】 

　
岡
山
市
灘
崎
町
の
グ
ル
ー
プ
「
か
げ
っ
こ
」

に
よ
る
影
絵
を
上
演
。 

　
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

 ¡

日
　
時
／
五
月
十
九
日（
土
） 

　
　
　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
〜 

¡

場
　
所
／
中
央
図
書
館 

¡

内
　
容
／
「
も
ち
も
ち
の
木
」
ほ
か 

  

 

■
熊
山
図
書
館 

【
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
】 

¡

日
　
時
／
五
月
十
二
日（
土
） 

　
　
　
　
　
午
後
二
時
〜 

¡

場
　
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

¡

内
　
容
／
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、絵
本
、紙

　
　
　
　
　
し
ば
い
な
ど 

◆
楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
！ 

　
み
ん
な
で
き
て
ね
!! 

 【
「
お
は
な
し
の
お
へ
や
」
の 

　
　
時
間
が
か
わ
り
ま
し
た
！
】 

¡

日
　
時
／
毎
月
第
一
・
二
・
三
土
曜
日 

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分 

¡

場
　
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
相
談
室 

◆
絵
本
や
紙
し
ば
い
を
た
く
さ
ん
よ
う
い
し

　
て
、待
っ
て
い
ま
す
。 

  

■
吉
井
図
書
館  

【
お
は
な
し
会
】 

¡
日
　
時
／
第
二
土
曜
日 

　
　
　
　
　
午
後
二
時
〜 

◆
み
ん
な
で
絵
本
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

  

 

■
赤
坂
図
書
館 

【
オ
ス
ス
メ
の
本
】 

　
『
染
色
桜
の
想
い
出
』 

　
　
遠
藤
隆
生
・
遠
藤
美
穂
／
著 

　
　
新
風
舎
／
発
行 

  
    

　
染
色
桜
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

赤
磐
市
西
軽
部
に
あ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
、

絵
手
紙
が
好
き
だ
っ
た
父
親
と
の
想

い
出
を
つ
づ
っ
た
一
冊
。 

 
 

▲カードの切り替えに来館した利用者（４月１日） 

▲白い花びらがピンクから赤へと染まっていく 
　不思議な染色桜 
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四
、柏
餅
つ
く
る
母
さ
ん
は
 

五
、一
ト
休
み
 

六
、い
ち
ご
 

人 hito

【永瀬清子の詩を読む!3】 

  　
柏
餅
つ
く
る
母
さ
ん
は
 

　
柏
餅
の
よ
う
に
あ
た
た
か
い
 

　
柏
餅
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
い
 

 　
ぼ
く
は
手
つ
だ
う
人
 

　
た
べ
る
人
 

 　
ど
こ
か
で
矢
車
が
 

　
カ
ラ
カ
ラ
と
 

　
鳴
っ
て
い
る
よ
 

   　
ほ
と
と
ぎ
す
が
山
で
鳴
く
 

　
田
植
も
す
ん
で
一
ト
休
み
 

　
空
は
青
く
て
は
て
し
な
い
 

 　
風
は
み
ず
い
ろ
牛
が
鳴
く
 

　
母
さ
ん
と
二
人
 

　
い
ま
は
い
ち
ば
ん
よ
い
と
き
 

   　
い
ち
ご
　
い
ち
ご
 

　
み
れ
ば
食
べ
た
い
紅
い
実
だ
 

 　
た
べ
す
ぎ
て
 

　
お
な
か
の
中
ま
で
紅
く
な
る
よ
 

　
そ
ん
な
に
た
べ
た
ら
 

　
い
た
く
な
る
よ
 

 （『
女
声
合
唱
の
た
め
の
組
曲
　
ぼ
く
と
母
さ
ん

の
う
た
』
一
九
九
一
年
十
一
月
　
音
楽
之
友
社
） 

  　
永
瀬
清
子
の
詩
に
は
、
歌
に
な
っ
た
作

品
が
あ
り
ま
す
。 

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
沢
田
知
可

子
さ
ん
の
曲
「
美
し
い
国
」
で
す
が
、
こ

の
他
に
も
第
十
一
回
朗
読
会
で
歌
わ
れ
た

高
原
景
介
さ
ん
の
作
曲
に
よ
る
混
声
合
唱

組
曲
「
美
し
い
三
人
の
姉
妹
」
や
、
木
下

そ
ん
き
さ
ん
が
作
曲
し
た
合
唱
組
曲
「
燃

え
る
故
郷
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
女
声
合
唱
の

た
め
の
組
曲
「
ぼ
く
と
母
さ
ん
の
う
た
」

全
十
六
曲
の
う
ち
、
今
の
時
季
を
描
い
た

四
番
か
ら
六
番
の
三
曲
で
す
。 

　
永
瀬
清
子
は
こ
の
詩
で
、「
ぼ
く
」
と
「
母

さ
ん
」
の
日
常
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の

日
常
は
、
と
も
す
れ
ば
見
逃
し
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
っ
た
り
、
自
分
の
経
験
で
な
く

と
も
懐
か
し
か
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
淡

い
日
常
で
す
。 

　
こ
う
し
た
日
常
を
、
赤
磐
市
是
里
に
暮

ら
し
た
画
家
・
井
上
忠
さ
ん
が
、
や
わ
ら

か
な
色
使
い
で
描
い
て
い
き
ま
す
。
井
上

忠
さ
ん
は
、
郷
里
の
田
園
風
景
や
思
い
出

を
題
材
と
し
て
お
り
、
市
立
中
央
公
民
館

や
市
立
熊
山
病
院
な
ど
に
も
作
品
が
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
二
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
画
詩
集
『
ぼ

く
と
母
さ
ん
の
う
た
』
に
感
動
し
た
野
上
義

臣
さ
ん
が
曲
を
つ
け
て
生
ま
れ
た
の
が
『
女

声
合
唱
の
た
め
の
組
曲
　
ぼ
く
と
母
さ
ん
の

う
た
』
で
す
。 

　
ち
な
み
に
第
二
回
朗
読
会
（
平
成
十
年
二

月
二
十
二
日
開
催
）
で
は
、
こ
の
曲
を
岡
山

合
唱
団
が
歌
っ
て
い
ま
す
。 

　
詩
の
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
歌

に
な
っ
た
永
瀬
清
子
の
作
品
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

（
社
会
教
育
課
　
白
根
直
子
） 

 〈参
考
文
献
〉『
ぼ
く
と
母
さ
ん
の
う
た
』（
一
九

八
七
年
七
月
　
手
帖
舎
）
他
 

 

　
三
月
五
日
（
月
）、「
赤
磐
地

区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
主

催
の
青
少
年
育
成
啓
発
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、

市
内
小
学
校
を
順
番
に
訪
問
す

る
も
の
で
今
回
も
市
内
小
学
校

十
二
校
の
う
ち
四
校
を
訪
問
し
、

小
学
校
卒
業
を
間
近
に
控
え
た

六
年
生
児
童
に
対
し
中
学
生
活

の
充
実
を
願
い
激
励
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
応
え
六
年
生
児

童
代
表
か
ら
中
学
校
入
学
に
際

し
て
の
力
強
い
心
構
え
の
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。 
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Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、

毎
年
五
月
三
十
一
日
を
「
世
界

禁
煙
デ
ー
」
と
し
て
、
世
界
的

規
模
で
禁
煙
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
年
で

二
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。
日
本

で
も
こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
「
禁

煙
週
間
」
と
決
め
て
、
喫
煙
者

に
タ
バ
コ
を
控
え
る
よ
う
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
禁
煙
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
喫
煙
が
健
康
を
損
な
う
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

身
体
に
と
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の

影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

●
タ
バ
コ
に
関
連
す
る
疾
患 

　
タ
バ
コ
の
成
分
に
含
ま
れ
る

有
害
物
質
は
、
ぜ
ん
そ
く
・
慢

性
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾

患
、
循
環
器
疾
患
や
肺
が
ん
を

は
じ
め
と
す
る
が
ん
、
胃
か
い

よ
う
な
ど
の
消
化
器
疾
患
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
発
症
に
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、
老
化
を

促
進
さ
せ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

●
周
囲
の
人
へ
の
影
響 

　
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
た
と
き
、

先
か
ら
立
ち
込
め
る
煙
を
「
副

流
煙
」
と
い
い
ま
す
。
副
流
煙

に
も
多
く
の
有
害
物
質
が
含
ま

れ
、
タ
バ
コ
の
煙
で
汚
染
さ
れ

た
空
気
を
吸
う
と
、
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
人
の
健
康
に
も
影
響

し
ま
す
。
例
え
ば
、
夫
の
喫
煙

に
よ
り
、
妻
が
肺
が
ん
に
な
る

危
険
性
は
、
一
〜
三
倍
も
高
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
喫
煙
し
て
い
る
人
で
も
、

禁
煙
す
れ
ば
、
そ
の
年
数
に
比

例
し
て
、
タ
バ
コ
に
関
連
す
る

病
気
に
か
か
る
危
険
性
は
、
減

っ
て
き
ま
す
。
禁
煙
成
功
の
鍵

は
、
周
囲
の
人
に
協
力
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
専
門
家
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
良
い
方

法
で
す
。
今
は
、
医
師
の
処
方

に
よ
り
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
が
禁
煙
補
助
剤

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。
本
人

の
強
い
意
志
が
一
番
で
す
が
、

本
気
で
禁
煙
を
考
え
て
い
る
人

に
は
、
ニ
コ
チ
ン
の
離
脱
症
状

を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
よ
り
楽
に
禁
煙
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に

喫
煙
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
、

禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？ 
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■東備保健所相談事業　　1０８６９-６４-２２５５／Fax.０８６９-６４-１１０８ 

特別健康相談 
（要予約） 

東 　 備  
保 健 所  

東 　 備  
保 健 所  

東 　 備  
保 健 所  

東 　 備  
保 健 所  

東 　 備  
保 健 所  

熊山保健福祉 
総合センター 

赤坂健康管理 
セ ン タ ー 

東 　 備  
保 健 所  

骨髄バンク登録 
（要予約） 

心の健康相談 
（要予約） 

子どもの心と 
からだの総合 
相談（要予約） 

思春期の 
心の健康相談 
（要予約） 

病態別栄養相談 
（要予約） 

心の健康相談 
（要予約） 

医療安全相談 

エイズ、梅毒、クラミジアに関する相談および採血 

登録受け付けおよび採血 

うつ、認知症、アルコールなどの薬物依存、ひきこもり、そ
の他の心の健康などについて精神科医などによる相談 

思春期・青年期の心の健康およびひきこもりの精神科医
などによる相談 

うつ、認知症、アルコールなどの薬物依存、ひきこもり、そ
の他の心の健康などについて精神科医などによる相談 

身体および精神面で経過観察を必要とする乳幼児の専
門的な診察および相談 

糖尿病、腎臓病、肝臓病などの食事療法の相談 

医療安全に係る相談 

毎月第２・４金曜日 
１３：３０～１５：３０ 

毎月第２・４金曜日 
１３：３０～１５：００ 

毎月第２火曜日　１３：３０～１４：３０ 
毎月第３木曜日　１３：３０～１４：３０ 

偶数月第３金曜日 
１３：００～１５：００ 

随時実施 
（予約時に相談日時を決めます） 

随時実施 
（来所の場合は要予約） 

事　業　名 実施場所 内　　　　　　容 開　催　日　時 

毎月第４水曜日 
１３：３０～１４：３０ 

毎月第１火曜日 
１３：３０～１４：３０ 

◎相談事業は東備保健所、または出張相談会場のいずれでも受けることができます。 

※東備保健所：備前市東片上２１３-１／熊山保健福祉総合センター：赤磐市松木６３６-１／赤坂健康管理センター：赤磐市町苅田５１４ 

2
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２００７年もいよいよ、キャンプシーズンの到来です！ 
吉井竜天オートキャンプ場では、春から夏にかけて、さまざまなイベントを予定しています。 

大自然の中で、心も体もリフレッシュされてはいかがでしょうか？ 

　７月～８月の夏休み期間、各土曜日の夕方などから、来客者（主に子どもたち）に対して、イベント芸など
を行っていただけるボランティアを今年も大募集します！！       
　地元芸能、マジック、野外演奏、各種教室開催などの特技をお持ちの人、ぜひ、ご協力お願いします。  

★５月 ４日…………………お絵かき教室 
★５月 ５日…………………竹細工教室 
　　　　　　　（各教室は、午前１０時からの予定） 

★５月　２６日…………………蛍ウォッチング 
★６月 ２日…………………蛍ウォッチング 
　　　　　　　（期間中、随時受付しております） 
★７月　２１日…………………昆虫教室 
　　　　　　　（昆虫教室は、午後６時からの予定） 
★７月～８月…………………キャンプファイヤー 
★７月～８月…………………流しそうめん 

■問い合わせ・申し込み先 

吉井竜天オートキャンプ場 
〒７０１-２４３７　岡山県赤磐市中勢実２６８２ 
TEL.０８６-９５８-２１５５（午前８時３０分～午後５時） 
FAX.０８６-９５８-２１５７ 

▼キャンプ風景 

▲キャンプ風景 

▼昆虫教室 

▲キャンプ風景 

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 !!

２００７年　春・夏スケジュール 

   

　
五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
県
下
一
斉
に
春
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

【
最
重
点
目
標
】 

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

【
重
点
目
標
】 

™

飲
酒
運
転
の
根
絶 

™

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

™

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

™

交
差
点
に
お
け
る
正
し
い
通
行
の
徹
底 

 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
視
野
を
狭
め
周

り
の
状
況
を
見
逃
し
大
変
危
険
で
す
。
無

理
の
な
い
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
残
念
な
こ
と
に
、
平
成
十
八
年

岡
山
県
市
町
村
別
交
通
危
険
度
ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
赤
磐
市
は
ワ
ー
ス
ト
一
位
と
い
う

不
名
誉
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
「
自
分

は
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
と
過
信
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が

事
故
に
遭
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
自
分
の
運
転
を
振
り
返
り
、
交
通
違

反
を
し
て
い
な
い
か
、
改
善
す
べ
き
と
こ

ろ
は
な
い
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
交
通
安
全
は
、
一
人
一
人
が
思
い
や
り

の
心
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
県
民
運
動
の
期
間
中
に
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
や
職
場
で
交
通
安
全
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
、
事
故
や
違
反

の
な
い
赤
磐
市
に
し
ま
し
ょ
う
。 

    

　
一
チ
ー
ム
十
人
で
交
通
安
全
無
事
故
無

違
反
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

【
募
集
期
間
】 

　
五
月
一
日
（
火
）
〜
六
月
八
日
（
金
） 

【
申
し
込
み
先
】 

™

赤
磐
警
察
署
交
通
課 

　
1
０
８
６
（
９
５
２
）
０
０
２
９ 

※
申
込
書
は
赤
磐
警
察
署
・
本
庁
協
働
推

　
進
室
・
各
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま

　
す
。 

19年3月中 

18年3月中 

増 減  

19年3月末 

18年3月末 

増 減  

112 

101 

11 

282 

260 

＋22

31 

35 

－4 

78 

84 

－6

0 

1 

－1 

0 

2 

－2

3 

3 

0 

7 

13 

－6

47 

47 

0 

104 

101 

＋3

81 

66 

15 

204 

176 

＋28

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成19年赤磐市交通事故発生状況（3月） 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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　赤磐市国際交流協会では、講
演会を開催します。日本の教育
現場で経験したこと、感じたこと
をお話しくださいます。関心のあ
る人はご参加ください。 

●日　時　５月２０日（日） 
　　　　　午後２時～３時３０分 
●場　所　中央公民館展示講座室 
●講　師　岡山市内の小・中学校の英語指導教師 
　　　　　テッド・ツングさん 
●参加料　無料（どなたでも参加できます） 
●問い合わせ・申し込み先 
　５月１４日（月）までにお申込みください。 
　赤磐市国際交流協会事務局（本庁企画課） 
　1０８６-９５５-２６９２ 

外国人が思っていて、伝えていないこと 
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５月１日(火)から、旧熊山町・旧吉井町の不動産登記 
事務を取り扱う法務局が本局に変わります！ 

　岡山地方法務局備前支局で取り扱っている旧熊山
町の不動産登記事務と岡山地方法務局美作支局で
取り扱っている旧吉井町の不動産登記事務は、岡山
地方法務局不動産登記部門で取り扱うことになります。 
　これに伴い、赤磐市全域の不動産登記事務および
商業・法人登記事務を管轄する法務局は岡山地方法
務局になりますのでよろしくお願いします。 
 
【問い合わせ先】 
　岡山地方法務局　1０８６-２２４-５６５６(代表) 
　岡山地方法務局備前支局　1０８６９-６４-２７７０ 
　岡山地方法務局美作支局　1０８６８-７２-１１１３ 

　６月１日、統計法に基づき、商業統計調査が全
国一斉に行われます。卸売業、小売業を営むす
べての事業所が対象になります。 
　調査員証を持った調査員が５月下旬から各事
業所に伺いますので、ご協力お願いします。  

［問い合わせ先］ 
　本庁企画財政部企画課 1086-955-2692
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「
市
長
に
私
の
意
見
を
聴
い
て
ほ
し
い
！
」
と
い
う
あ
な
た 

　
市
長
と
市
民
が
市
政
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
対

象
は
市
内
在
勤
・
在
住
者
で
す
。
大
ま
か
な
内
容
を
事
前
に
お
聴
き
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
関
係
部
署
の
職
員
が
対
話
に
同
席
し
ま
す
。
内
容
は

市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
定
し
ま
す
。 

◆
山
陽
地
域
巡
回
市
長
対
話
室 

　
テ
ー
マ
を
決
め
て
お
話
し
を
お
聴
き
し
ま
す
。
例
え
ば
「
少
子
・
高
齢

化
対
策
」「
交
通
安
全
」「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、皆
さ
ん
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
七
月
十
日（
火
）　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階
　
会
議
室 

【
申
込
期
間
】
六
月
二
十
日（
火
）ま
で 

◆
市
長
室
で
い
き
い
き
ト
ー
キ
ン
グ 

　
市
長
室
で
個
人
、も
し
く
は
小
グ
ル
ー
プ（
五
人
以
内
）の
ご
意
見
を
お

聴
き
し
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
七
月
二
十
四
日（
火
）・
八
月
二
十
日（
火
） 

　
■
一
回
に
つ
き
四
人（
グ
ル
ー
プ
）ま
で 

　
■
対
話
時
間（
二
十
分
間
） 

　
　
q
午
後
五
時
〜
五
時
二
十
分
w
午
後
五
時
三
十
分
〜
五
時
五
十
分 

　
　
e
午
後
六
時
〜
六
時
二
十
分
r
午
後
六
時
三
十
分
〜
六
時
五
十
分 

【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階
　
市
長
室 

【
申
込
期
間
】
開
催
日
の
三
週
間
前
ま
で 

　
希
望
者（
団
体
）は
本
庁
秘
書
課
、支
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の

申
し
込
み
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。 

　
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で
決
定
し
、開
催
日
の
お
お
む
ね
一

週
間
前
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
¡
本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係
　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
７
０ 

　
¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
　
　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
２
６ 

　
¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
　
　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
１ 

　
¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
　
　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
１
１ 
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【応募資格】再就職・起業・転職・社会貢献・ＮＰＯなどにチャレンジしたい女性で全期間出席できる人 

【内　　容】スキル編（１８日間）：エクセル・ワード・パワーポイントの基礎を学びます 

アビリティ編（５日間）：「働く前に知っておきたいワークライフセミナー」 

　　　　　　　　　　　　　　　●のびのび働くための自己分析 ●マイキャリアを再確認 など 

【日　　程】各期間内の火～金曜日の２３日間　１０：００～１６：００ 

 

 

 

 
◆受 講 料／無料（教材費は実費負担）  
◆定　　員／各コース　２８人（選考により決定）  
◆申込方法／ご本人がウィズセンターにお越しください 
◆問い合わせ・申し込み先／岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）  

〒７００-０８２１　岡山市中山下１-８-４５ ＮＴＴクレド岡山ビル１７階 
1０８６-２３５-３３０９ 

受講期間 会　　　　　　場 申込受付期間 
６/２７～８/３ 
１０/３０～１２/７ 

６/５～６/８ 

１０/９～１０/１２ 

西日本電子計算学院第２ビル（岡山市弓之町2-2） 
西日本電子計算学院第２ビル（岡山市弓之町2-2） 

※アビリティ編は、ウィズセンターで行います 

ウィズ
センタ

ー 

女性の
チャレ

ンジ 

支援事
業 
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プ
ー
ル
の
受
け
付
け
・
監
視
・
清
掃
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
募
集
期
間
　
五
月
二
十
五
日（
金
）ま
で 

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
４
３
２ 
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５月９日（水） 
午後１時～４時 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

赤坂健康管理センター 

熊山保健福祉総合 
センター 

赤磐市仁美農村 
振興センター 

吉井会館 
農事実習室 

本庁２階 
第２会議室 

山陽総合福祉センター 
１階相談室 

５月１５日（火） 
午後１時～３時 

５月１８日（金） 
午後１時～３時 

５月２１日（月） 
午後１時～３時 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 
※【行政】は午前１０時
　～正午まで 

５月１６日（水） 
午後１時～３時 
※【無料法律】は 
　午前１０時～正午、 
　午後１時～３時まで 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 

６月１日（金） 
午後１時～４時 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
すべて予約制 

【行政】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 

【無料法律】予約制（一人３０分） 
【人権】【行政】 

【心配ごと】【人権】 

【人権】 

【身体障害】【知的障害】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【無料法律】予約制（一人３０分） 
破産・債務整理の相談は随時受付 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
¡協働推進室 1０８６-９５５-４７８３ 

【人権】【行政】 
¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡社会福祉協議会山陽支所 
　1０８６-９５５-８８７７ 

¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 

¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 

¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 

¡社会福祉協議会吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

山
陽
地
域 
赤
坂
地
域 

熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

本　　署 

火　　災　　別 救　　急　　別 

建物 林野 車両 
計 計 

その他 急病 交通 一般 その他 

南出張所 

北出張所 

計 

1

　 

　 

1

1

　 

　 

1

55

9

11

75

8

7

3

18

17

2

5

24

11

5

1

17

91

23

20

134

平成１９年赤磐市内火災・救急発生状況（３月中） 

※南出張所分は岡山市瀬戸町を除いた件数 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  1086-955-4770

三
月
十
八
日
 

　
西
軽
部
ア
グ
リ
で
 

　
　
　
「
な
か
よ
し
市
」
開
催
 

　
出
品
は
野
菜
、
山
野
草
、
手
工
芸
品
、
衣
類
な

ど
二
十
品
目
以
上
が
集
ま
り
出
品
参
加
者
は
約
五

十
人
で
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
二
店
出
店

さ
れ
思
っ
た
以
上
の
盛
況
と
な
り
、
出
品
者
は
「
今

度
は
い
つ
し
て
も
ら
え
る
ん
？
」
と
期
待
し
、
利

用
者
も
良
い
も
の
が
安
く
買
え
た
と
大
喜
び
で
し
た
。 

　
事
務
手
数
料
の
一
部
は
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
。
み
ん
な
が
集
え
る
「
な
か
よ
し
市
」
の

第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 【
次
　
回
】 

　
五
月
十
九
日
（
土
）
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

（
女
性
の
会
会
長
） 

二
匹
の
犬
と
卒
業
記
念
 

　
三
年
前
の
九
月
・
二
学
期
に
発
足
し
た
「
山
陽

西
小
学
校
・
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
組
織
が

三
回
目
の
卒
業
生
を
見
送
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ミ
ニ
・
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン

ド
犬
の
「
リ
ュ
ウ
君
」
と
「
キ
ン
タ
君
」
が
お
り
、

毎
朝
、
児
童
と
一
緒
に
学
校
の
門
ま
で
同
行
し
、

登
校
す
る
児
童
に
愛
嬌
を
振
り
ま
い
て
い
ま
す
。 

　
「
当
初
は
二
十
数
人
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
歳

を
重
ね
る
た
び
に
人
数
も
増
え
、
二
年
半
に
な
る

三
月
に
は
六
十
五
人
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
や
学
校
の
安
全
が
確
保
で
き
た

の
も
、
山
陽
団
地
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も

の
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
を
立
ち
上
げ
た
、
入
江
山
陽
西
小
学
校
長

（
四
月
か
ら
備
前
市
へ
異
動
）
は
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
多
く
の
人
の
善
意
と
思

い
や
り
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
の
勉
学
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
リ
ュ
ウ
君

も
キ
ン
タ
君
も
い
つ
ま
で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。 

（
三
月
二
十
七
日
、
上
田
安
行
記
）
　 

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に
 

　
三
月
二
十
三
日
（
金
）
、
中
央
公
民
館
で
「
み
ん

な
で
語
り
合
お
う
希
望
・
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
当
事

者
の
想
い
を
中
心
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
藤
田
健

三
先
生
の
助
言
と
講
演
の
中
で
改
め
て
、
人
と
の
出

会
い
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
理
解
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し

た
。 

〈
わ
か
た
け
作
業
所
家
族
会
〉 

東
備
地
域
精
神
保
健
福
祉
セ
ミ
ナ
ー 

ご
声
援
あ
り
が
と
う
 

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
 

　
三
月
二
十
五
日
（
日
）
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

総
合
体
育
館
で
、
「
け
ん
か
れ
ん
」
主
催
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
と
し
て
精
神
障
害
者
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
「
交
流
部
門
」
と
「
競
技
部
門
」
に
分

か
れ
て
お
り
東
備
地
域
で
結
成
さ
れ
た
「
東
備
イ

ー
グ
ル
ス
」
は
競
技
部
門
で
第
三
位
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

〈
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
選
手
一
同
〉 

精
神
障
害
者
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

赤
磐
市
文
化
協
会
 

　
　
　
　
設
立
総
会
 

　
赤
磐
市
の
文
化
芸
術
の
継
承
と
発

展
に
寄
与
し
、
豊
か
な
市
民
文
化
の

向
上
に
資
す
る
た
め
に
、
赤
磐
市
山

陽
文
化
芸
術
協
会
と
赤
磐
市
熊
山
文

化
協
会
が
統
合
し
、
赤
磐
市
文
化
協

会
が
誕
生
し
ま
す
。 

【
日
　
時
】 

　
五
月
二
十
七
日
（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

【
場
　
所
】 

　
中
央
公
民
館
大
集
会
室 

【
内
　
容
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
設
立
総
会 

　
お
よ
び
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
８
３ 



赤　坂　支　部 

栄養
委員
の 
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お勧めエコクッキング！ 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
赤
磐
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
ご
案
内
 

　
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
収
益
金
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
太
陽
の
家
」
へ
の
一
助
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
日
　
時
】
五
月
二
十
五
日
（
金
） 

　
受
け
付
け
／
午
後
六
時
三
十
分
〜 

　
開
　
　
始
／
午
後
七
時
〜 

【
場
　
所
】
コ
ー
シ
ン
ボ
ウ
ル 

　
瀬
戸
内
市
長
船
町
長
船 

　
1
０
８
６
９（
２
６
）２
２
２
３ 

【
会
　
費
】
二
千
五
百
円 

【
定
　
員
】
百
二
十
八
人
（
先
着
順
） 

【
申
込
締
切
】
五
月
十
日
（
木
） 

【
後
　
援
】
赤
磐
市 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
長 

　
金
光
久
子 

　
1
・
6
０
８
６
９
９（
５
）０
２
４
５ 

川
柳
く
ま
や
ま
 

貴
央
お
ん
ち
ゃ
ん
の
 

　
春
夏
？
冬
む
か
し
ば
な
し
 

舞
台
鑑
賞
事
業
ご
案
内
 

横
山
企
画
公
演
 

【
日
　
時
】
五
月
二
十
六
日
（
土
） 

　
午
後
三
時
／
幼
児
・
小
学
生
対
象
公
演 

　
午
後
六
時
三
十
分
／
中
学
生
以
上
、
大
人
対
象
公
演 

【
場
　
所
】
弥
生
館
（
赤
磐
市
山
陽
二
ノ
六
五
） 

【
参
加
費
】
千
円
（
四
歳
以
上
、
大
人
も
子
ど
も
も
同

　
額
。
三
歳
未
満
は
無
料
） 

【
後
　
援
】
赤
磐
市
教
育
委
員
会 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
　 

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

　
赤
磐
子
ど
も
N
P
O
セ
ン
タ
ー
事
務
局
　 

　
赤
磐
市
和
田
一
九
四
ノ
一
　 

　
1
・
6
０
８
６（
９
５
５
）５
０
３
１ 

　
　
　
（
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
） 

「
歩
　
く
」 

半
世
紀
歩
い
た
地
下
足
袋
や
っ
と
ぬ
ぐ
…
…
…
森
本
　
夏
子 

背
を
伸
ば
し
歩
く
姿
が
美
し
い
…
…
…
…
…
…
光
山
　
悦
子 

万
歩
計
三
日
歩
い
て
休
ま
さ
れ
…
…
…
…
…
…
佐
藤
　
　
子 

健
康
と
い
う
二
文
字
が
歩
か
せ
る
…
…
…
…
…
沖
　
百
合
子 

ボ
チ
ボ
チ
と
歩
く
余
生
に
陽
が
沈
む
…
…
…
長
谷
川
至
外
余 

つ
た
い
歩
き
始
め
た
孫
の
靴
を
よ
る
…
…
…
…
大
岩
　
歌
子 

通
院
で
ノ
ル
マ
を
果
す
万
歩
計
…
…
…
…
…
…
中
山
　
亮
一 

暗
闇
へ
夜
光
ダ
ス
キ
が
散
歩
す
る
…
…
…
…
…
小
山
ふ
じ
え 

二
本
足
一
本
足
し
て
歩
く
老
い
…
…
…
…
…
…
小
野
　
房
子 

横
道
を
歩
く
と
ぬ
く
い
風
に
会
う
…
…
…
…
…
内
藤
み
よ
の 

春
で
す
よ
ウ
ォ
ー
ク
シ
ュ
ー
ズ
に
起
こ
さ
れ
る
…
…
松
田
　
牧
子 

外
は
雪
今
日
は
朝
寝
の
万
歩
計
…
…
…
…
…
…
中
永
　
智
遊 

　どこの家庭でも月に幾度となく食卓に
あげられるカレーの残りを利用した簡単
レシピのご紹介。 
 
◆焼きカレー 
qグラタン皿など耐熱容器に、ご飯、カレー、
　を乗せ、お好みの具（ウインナーやブロッ
　コリーなど冷蔵庫に残っているものなど）
　を飾りつけ真ん中に生卵を割り落し、チー
　ズを乗せる。 
wオーブンで１５分
　くらい焼き色が
　つくまで焼く。　
　この時卵を半熟
　に仕上げるのが
　ポイント！ 
 
◆カレー汁 
q鍋の中に残り少なくなったカレーにだし
　汁を加える。カレーに対して３～４倍量（和
　風かりゅうだしでも可） 
wしょうゆで味を調え、一煮立ちさせ、好
　みの大きさに切ったねぎを加える。 
　朝のスープとして
　も子どもたちに
　大好評！うどん、
　そばのかけ汁と
　してもおいしい
　一品です！ 
 
 
＊エコクッキングとは食べ物を大切にし、
　環境にもやさしい料理を作ることです。 

―
た
か
お
お
ん
ち
ゃ
ん
の
 

　
　
　
あ
き
な
い
む
か
し
ば
な
し
―
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３・４月のできごと 

　
三
月
三
十
一
日
（
土
）
、
沢
原
に
建

設
を
進
め
て
い
た
消
防
署
東
出
張
所
が

完
成
し
、
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
関
係
者
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
。

市
長
と
議
長
が
、
「
東
出
張
所
は
地
域

防
災
の
災
害
対
応
能
力
を
増
す
も
の
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
東
出
張
所
は
、
こ
れ
ま
で
熊
山
地
域

を
受
け
持
っ
て
い
た
南
出
張
所
（
旧
瀬

戸
町
万
富
）
が
四
月
か
ら
岡
山
市
消
防

局
へ
移
管
す
る
こ
と
に
伴
い
建
設
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。 

消
防
署
東
出
張
所
完
成 

　
四
月
八
日（
日
）、
吉
井
城
山
公
園
で
「
第

二
十
回
城
山
公
園
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
桜

が
満
開
の
中
、
快
晴
の
天
候
に
恵
ま
れ
て
朝

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
踊
り
や
太
鼓
な
ど
の
郷
土
芸

能
の
披
露
、
パ
シ
ュ
ミ
ナ
の
歌
、
宝
探
し
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
も
稲
富
流
を
継
承
す
る
岡
山

城
鉄
砲
隊
が
ま
つ
り
に
参
加
、
見
事
な
火
縄

銃
の
演
舞
を
披
露
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

第
二
十
回
城
山
公
園
ま
つ
り 

消
防
操
法
訓
練
大
会
開
催 

　
第
二
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓
練
大

会
が
三
月
二
十
五
日
（
日
）
、
赤
坂

フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で

行
わ
れ
、
赤
磐
市
消
防
団
四
方
面
隊

（
山
陽
・
赤
坂
・
熊
山
・
吉
井
）
の

精
鋭
二
十
一
チ
ー
ム
が
操
法
技
術
を

競
い
ま
し
た
。
　
　 

　
各
方
面
隊
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
四
チ
ー
ム
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

の
部
十
七
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で

優
勝
し
た
吉
井
方
面
隊
第
一
分
団
Ａ

チ
ー
ム
は
、
五
月
二
十
日
、
岡
山
県

消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
第
五
十
四

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
出

場
し
ま
す
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
） 

 

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部 

™

優
　
勝
／
吉
井
方
面
隊 

™

準
優
勝
／
熊
山
方
面
隊 

™

第
三
位
／
山
陽
方
面
隊 

〈
最
優
秀
番
員
〉 

　¡

指
揮
者
／
平
尾
　
敬
二 

　
　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

一
番
員
／
近
行
　
倫
郎 

　
　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

二
番
員
／
行
正
　
吉
宏 

　
　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

三
番
員
／
宮
尾
　
典
之 

　
　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

四
番
員
／
大
饗
　
　
剛 

　
　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

 
◆
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部 

™

優
　
勝
／
吉
井
方
面
隊 

　
　
　
　
　
第
一
分
団
Ａ
チ
ー
ム 

™

準
優
勝
／
熊
山
方
面
隊 

　
　
　
　
　
第
三
分
団
Ａ
チ
ー
ム 

™

第
三
位
／
赤
坂
方
面
隊
第
三
分
団 

〈
最
優
秀
番
員
〉 

　¡

指
揮
者
／
清
水
　
昌
利 

　
　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

　¡

一
番
員
／
大
野
　
隆
幸 

　
　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

　¡

二
番
員
／
中
原
　
悟
史 

　
　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　¡

三
番
員
／
禾
　
　
俊
人 

　
　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

▲自動車ポンプの部 

▲仔の葉の会による踊りの披露 

s
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
、完
成
を
祝
い
ま
し
た 

▲小型動力ポンプの部 
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▼
今
月
号
は
、入
園
・
入
学
と
春
を

テ
ー
マ
に
特
集
し
ま
し
た
。
期
待
に

胸
ふ
く
ら
ま
せ
た
子
ど
も
た
ち
と

桜
や
桃
に
彩
ら
れ
た
赤
磐
市
は
紙

面
の
と
お
り
鮮
や
か
で
し
た
。 

▼
取
材
で
熊
山
地
域
を
走
行
中
、可

真
下
龍
王
公
園
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
て
い
る
親
子
、一
輪
車
で
元
気

に
遊
ん
で
い
る
小
学
生
の
集
団
に

遭
遇
。
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
満
開

の
桜
、こ
ち
ら
も
す
て
き
な
春
景
色

で
し
た
。
　
　
　
　
　（
え
む
・
テ
ィ
） 
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三
月
八
日
（
木
）
・
十
五
日
（
木
）
の
両
日
、

熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
平
井
通
雄
副

病
院
長
に
よ
る
「
最
新
の
内
視
鏡
検
査
・
内
視

鏡
的
治
療
に
つ
い
て
」
の
市
民
講
座
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
が
ん
は
日
本
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
で
、
早

期
発
見
が
重
要
で
あ
り
、
内
視
鏡
検
査
の
重
要

性
や
内
視
鏡
的
治
療
の
進
歩
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
百
人
は
渡
さ
れ
た
資
料
に
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
り
、
講
座
終
了
後

に
は
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
「
非
常
に
分
か
り
や

す
か
っ
た
」
「
内
視
鏡
の
重
要
性
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

熊
山
病
院
主
催
市
民
講
座 

　
三
月
二
十
四
日
（
土
）
、
山
陽
ふ
れ
あ
い

公
園
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
い

ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
喜
び
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
「
３
Ｂ
元
気
ア
ッ
プ
体

操
」
を
行
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
児
童
や
保
護
者
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
!
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
岡
山

県
支
部
東
美
グ
ル
ー
プ
の
指
導
員
と
一
緒
に
、

風
船
や
ベ
ル
を
使
っ
て
、
楽
し
く
元
気
に
体

を
動
か
し
ま
し
た
。 

　
チ
ー
ム
で
羽
根
突
き
の
よ
う
に
、
”ベ
ル
“を

使
っ
て
風
船
を
打
ち
合
う
活
動
で
は
、
風
船

が
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
行
っ
た
り
し
て
、
み
ん

な
で
声
を
か
け
あ
い
な
が
ら
風
船
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
体
力
向
上
実
践
事
業 

　
三
月
二
十
三
日
（
金
）
、
平
成
十
八
年
度
就
業

奨
励
金
の
支
給
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
農
業
に
就
業
し
た
青
年
が
自
信
と
誇
り

を
持
っ
た
経
営
を
確
立
し
、
地
域
農
業
の
中
核
者

と
な
る
よ
う
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
岡
山
県
農

林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団
と
市
が
支
給
し
て
い
ま
す
。 

　
荒
嶋
市
長
、
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
高

田
所
長
が
「
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
黒
崎
さ
ん
は
「
地
域
農
業

の
担
い
手
と
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

就
業
奨
励
金
支
給
式 

▲“ベル”を使って元気アップ 

▲分かりやすくスライドを使って説明 

s
市
長
か
ら
激
励
を
受
け
る
黒
崎
充
さ
ん（
山
陽
３
丁
目
） 
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人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ” 

春の風物詩　交配作業 
　４月の上旬に桃の花が咲き始めると市内のあちらこち
らで見られる光景。毛ボウキを使って１花ずつ丁寧に交配
作業を行います。 
　このような地道な作業があるからこそ、私たちは甘くて
おいしい桃を楽しむことができるのです。 
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の 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

           

■
大
松
山
妙
光
寺 

 

　
門
前
の
道
路
か
ら
、百
五
十
ほ
ど

の
石
段
が
山
門
へ
と
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
に
続
き
ま
す
。
そ
の
長
く
の
び

た
石
段
は
寺
の
故
事
来
歴
を
次
々

と
語
り
出
し
そ
う
で
す
。 

　
妙
光
寺
は
、古
代
か
ら
信
仰
の
対

象
と
な
っ
て
き
た
石
上
布
都
魂
神

社
に
隣
接
し
た
山
の
中
腹
に
あ
り

ま
す
。
石
上
地
内
の
県
道
平
岡
小

鎌
線
か
ら
少
し
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ

に
東
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
奈
良
時
代
の
高
僧
報
恩
大
師
が

建
立
し
た
備
前
四
十
八
ヶ
寺
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代

に
は
当
時
の
金
川
城
主
松
田
元
輝

に
日
蓮
宗
へ
の
改
宗
を
せ
ま
ら
れ
、

拒
否
し
て
焼
き
払
わ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、江
戸
時
代

中
頃
ま
で
に
は
、観
音
院
・
蓮
上
院
・

福
寿
院
・
不
動
院
・
普
賢
院
の
五
坊

を
構
え
て
い
た
よ
う
で
、昭
和
六（
一

九
三
一
）年
に
寺
内
の
蓮
上
院
と
観

音
院
を
合
併
し
て
、現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

　
現
在
残
る
建
物
は
、
本
堂
と
山

門
で
江
戸
時
代
後
期
の
建
築
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
の
両
脇
に
は

院
の
建
っ
て
い
た
面
影
が
平
坦
地
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、山
門
に

は
数
々
の
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、塗

布
さ
れ
て
い
た
色
彩
が
か
す
か
に
残

り
、建
築
当
初
の
鮮
や
か
さ
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
力
強
い

仁
王
像
が
立
つ
一
方
で
、天
井
に
は

天
女
が
お
お
ら
か
に
舞
う
姿
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。 

　
趣
の
あ
る
石
段
を
登
り
、古
代
か

ら
連
綿
と
続
く
山
上
伽
藍
の
歴
史

を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

こ
　
じ
　
ら
い
れ
き 

い
そ
の
か
み 

み
た
ま 

じ
ん 

い
し
か
み 

ほ
う
お
ん 

こ
ん
り
ゅ
う 

か
ん
の
ん
い
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▲本堂から山門を望む ▲本堂 

▲山門と石段 

仁美小 

仁堀出張所 

石上布都魂神社 

至 周匝 

至 金川 至 町苅田 

笹岡小 

県
道
岡
山
吉
井
線 

県
道
平
岡
小
鎌
線 

テクノポール 

大松山妙光寺 

赤磐市 
岡山市 

お
お
ま
つ
ざ
ん 
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